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日
本
国
憲
法
第
八
十
七
条
第
一
項
は
、
「
予
見
し
難
い
予
算
の
不
足
に
充
て
る
た
め
、
国
会
の
議
決
に
基
い
て
予
備
費
を
設

け
、
内
閣
の
責
任
で
こ
れ
を
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
定
め
て
お
り
、
こ
の
場
合
に
限
定
し
て
内
閣
の
責
任
で
予
備
費

を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
財
政
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
、
予
備
費
の
使
用
は
災
害
な
ど
の
真
に
緊
急
性
の

要
す
る
も
の
な
ど
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
必
要
な
施
策
は
、
で
き
る
限
り
補
正
予
算
を
編
成
し
、
国
会
に
よ
る
事
前
の

議
決
を
経
て
支
出
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
趣
旨
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
第
五
十
三
条
は
「
内
閣
は
、
国
会
の
臨
時
会
の
召
集
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
づ
れ
か
の
議
院
の
総
議
員
の

四
分
の
一
以
上
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
内
閣
は
、
そ
の
召
集
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
て
お
り
、
立
憲
民
主

党
、
国
民
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、
れ
い
わ
新
選
組
、
有
志
の
会
及
び
社
会
民
主
党
は
共
同
で
、
本
年
八
月
十
八
日
に
、
こ
の

規
定
に
基
づ
き
、
物
価
高
の
対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
七
波
へ
の
対
応
そ
の
他
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
臨

時
国
会
召
集
要
求
書
を
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
次
第
で
あ
る
。 

 

し
か
る
に
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
は
、
先
日
の
所
信
表
明
演
説
で
「
今
、
日
本
は
、
国
難
と
も
言
え
る
状
況
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
」
と
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
臨
時
国
会
召
集
要
求
を
一
か
月
以
上
も
無
視
し
た
上
で
、
九
月
二
十
日
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に
、
三
兆
円
以
上
に
上
る
令
和
四
年
度
一
般
会
計
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
予
備
費
の

使
用
を
閣
議
決
定
し
、
安
倍
元
内
閣
総
理
大
臣
の
国
葬
儀
を
終
え
た
二
十
八
日
に
、
よ
う
や
く
臨
時
会
を
十
月
三
日
に
召
集
す

る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

こ
の
一
連
の
経
緯
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

日
本
国
憲
法
第
五
十
三
条
に
基
づ
く
臨
時
国
会
召
集
要
求
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
中
、
国
会
を
召
集
し
、
補
正
予
算
に
よ

っ
て
、
物
価
高
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
当
た
る
の
で
な
く
、
臨
時
国
会
召
集
直
前
に
多
額
の
予
備
費
の
使
用
を
閣

議
決
定
し
た
こ
と
の
妥
当
性
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

二 

九
月
二
十
日
に
閣
議
決
定
し
た
予
備
費
の
使
用
は
、
憲
法
の
定
め
る
「
予
見
し
難
い
予
算
の
不
足
に
充
て
る
た
め
」
に
該

当
す
る
も
の
と
政
府
は
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
該
当
す
る
と
考
え
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
具
体
的
根
拠
は
何
か
。 

三 

政
府
は
、
臨
時
国
会
召
集
要
求
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
月
三
日
よ
り
前
に
は
国
会
を
召
集
す
る
必

要
は
な
い
と
判
断
し
た
理
由
は
何
か
。 

四 

通
常
、
臨
時
会
が
召
集
さ
れ
れ
ば
、
冒
頭
に
両
院
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
所
信
表
明
演
説
と
各
党
の
代
表
質
問
が

本
会
議
で
行
わ
れ
、
引
き
続
い
て
予
算
委
員
会
に
お
い
て
基
本
的
質
疑
が
行
わ
れ
る
。
第
二
百
十
回
国
会
臨
時
会
は
、
両
院
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に
お
け
る
代
表
質
問
ま
で
の
日
程
は
決
定
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
に
財
務
大
臣
が
海
外
へ
出
張
す
る
た
め
、
予
算
委
員
会

は
財
務
大
臣
の
帰
国
を
待
っ
て
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
、
臨
時
会
冒
頭
に
財
務
大
臣
の
海
外
出
張
の
予
定
が

あ
り
、
代
表
質
問
の
後
、
引
き
続
い
て
予
算
委
員
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
月
三
日
に
国
会
を
召

集
し
た
理
由
は
何
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


